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は
じ
め
に

　

明
代
の
中
葉
、
古
文
辞
復
興
の
気
運
が
高
ま
り
、
李
夢
陽
（
一
四
七
二
〜

一
五
二
九
）・
何
景
明
（
一
四
八
三
〜
一
五
二
一
）
が
中
心
と
な
っ
た
前
古

文
辞
派
と
、
王
世
貞
（
一
五
二
六
〜
一
五
九
〇
）・
李
樊
竜
（
一
五
一
四
〜

一
五
七
〇
）
が
主
導
し
た
後
古
文
辞
派
が
一
世
を
風
靡
し
て
文
学
復
興
の

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
た
。
殊
に
後
古
文
辞
派
は
日
本
の
江
戸
時
代
の
学

問
と
詩
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
中
国
で
は
次
代
の
公
安
派
の
性

霊
説
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、
や
が
て
明
末
清
初
の
銭
謙
益
（
一
五
八
二
〜

一
六
六
四
）
に
よ
っ
て
摸
擬
剽
窃
と
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
前
古
文
辞
派
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
徐
禎
卿
（
一
四
七
九

〜
一
五
一
一
）
は
、
明
代
を
通
じ
て
そ
の
詩
風
が
多
く
の
人
々
に
慕
わ
れ
、

銭
謙
益
に
は
『
列
朝
詩
集
』
で
「
標
格
清

、
摛
詞
婉
約
、
絶
え
て
中
原
傖

父
の
槎
牙
奡
兀
の
習
に
染
ま
ら
ず
、
江
左
の
風
流
、
故
よ
り
自
ら
在
り
」）

1
（

と

評
さ
れ
、
清
代
で
は
神
韻
説
を
唱
え
た
王
士
禎
（
一
六
三
四
〜
一
七
一
一
）

に
「
古
澹
」
と
高
く
評
価
さ
れ
た）

2
（

。

　

徐
禎
卿
は
江
南
の
呉
、
今
の
蘇
州
の
出
身
で
、
李
夢
陽
は
陝
西
省
慶
陽
の

出
身
で
あ
る
。
銭
謙
益
は
『
列
朝
詩
集
』
で
ま
た
、
江
南
時
代
の
徐
禎
卿
は

白
居
易
や
劉
禹
錫
を
好
ん
で
い
た
が
、
北
京
で
李
夢
陽
や
何
景
明
ら
と
交
わ

る
と
、
そ
れ
ま
で
の
詩
風
を
改
め
た
と
言
う）

3
（

。
確
か
に
、
徐
禎
卿
は
呉
で
は

「
文
章
煙
月
」
に
代
表
さ
れ
る
六
朝
風
の
一
見
華
や
か
な
詩
を
作
っ
て
い
た）

4
（

。

そ
し
て
科
挙
に
及
第
し
た
の
ち
、
武
宗
の
正
徳
元
年
（
一
五
〇
六
）
江
南
・

瀟
湘
の
旅
で
言
志
の
文
学
へ
の
志
向
を
強
く
持
ち
、
そ
の
文
学
意
識
を
反
映

さ
せ
た
詩
を
李
夢
陽
に
贈
る
こ
と
に
な
る）

5
（

。

　

徐
禎
卿
の
言
志
志
向
は
、
官
界
に
身
を
置
き
、
李
夢
陽
と
交
流
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、「
中
原
傖
父
の
槎
牙
奡
兀
の
習
い
」に
染
ま
ら
ず
、

江
南
で
培
っ
た
「
標
格
清

、
摛
詞
婉
約
」
の
詩
風
を
保
ち
え
た
の
は
、
徐

禎
卿
の
詩
の
本
質
的
な
部
分
で
李
夢
陽
と
は
異
な
る
宿
命
的
な
も
の
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る）

6
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
二
人
が
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
弘
治
一
八
年
（
一
五
〇
五
）

　
　

徐
禎
卿
の
官
僚
時
代
の
詩　
―
李
夢
陽
と
の
出
会
い
と
交
遊
―

鷲　

野　

正　

明　
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二
月
、
二
七
歳
の
徐
禎
卿
が
進
士
に
及
第
し
た
年
で
あ
る
。
死
去
す
る
三
三

歳
ま
で
の
六
年
ほ
ど
の
交
遊
で
あ
っ
た
が
、
徐
禎
卿
は
臨
終
の
さ
い
に
、
自

分
の
詩
文
集
の
序
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
李
夢
陽
に
遺
言
す
る
ほ
ど
、
親
し

く
交
遊
し
た
。

　

本
稿
で
は
徐
禎
卿
が
李
夢
陽
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と
、
二
人

の
交
遊
の
様
子
を
二
人
の
詩
を
通
し
て
探
っ
て
み
た
い
。
な
お
定
本
と
し
て

『
徐
迪
功
集
』（『
四
庫
全
書
』
電
子
版
）、『
徐
禎
卿
全
集
編
年
校
注
』（
范
志

新
編
年
校
注
、
人
民
文
学
出
版
社
）、『
空
同
集
』（『
四
庫
全
書
』
電
子
版
）

等
を
使
用
す
る
。

　
　
　

一
、
交
遊
の
始
ま
り

　

二
人
が
会
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、「
歌
吟
」
を
好
む
李
夢
陽
が
、
呉
郡

の
徐
禎
卿
が
「
歌
吟
」
を
善
く
す
る
と
聞
き
、か
ね
て
よ
り
会
い
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
科
挙
を
受
験
し
に
徐
禎
卿
が
上
京
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
交
遊
の
前
に
ち
ょ
っ
と
し
た
行
き
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
辺
の
事
情

は
李
夢
陽
の
手
紙
「
徐
氏
に
与
え
て
文
を
論
ず
る
の
書
（
与
徐
氏
論
文
書
）」

（『
空
同
集
』
巻
六
一
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

僕
は
西
鄙
の
人
な
り
。
知
識
す
る
所
無
く
、顧か
え

っ
て
独
り
歌
唫
を
喜
ぶ
。

第た

だ
常
に
歌
吟
を
善
く
す
る
も
の
に
侍
す
る
を
得
ざ
る
を
以
て
憂
う
。

間ひ
そ

か
に
呉
下
の
人
に
問
う
に
、
呉
下
の
人
皆
曰
く
、
吾
が
郡
の
徐
生

な
る
者
、
少わ

か

く
し
て
歌
吟
を
善
く
し
て
、
異
才
有
り
と
。
蓋
し
心
竊

か
に
郷
往
す
。
之
を
久
し
く
し
て
、
足
下
来
た
り
て
進
士
に
挙
げ
ら

る
る
を
聞
き
、
愈
い
よ
益
ま
す
喜
び
、
一
朝
侍
す
る
を
得
ん
と
計
る
。

（
僕
西
鄙
人
也
。無
所
知
識
、顧
独
喜
歌
唫
。第
常
以
不
得
侍
善
歌
吟
憂
。

間
問
呉
下
人
、呉
下
人
皆
曰
、吾
郡
徐
生
者
、少
而
善
歌
吟
、而
有
異
才
。

蓋
心
竊
郷
往
。
久
之
、聞
足
下
来
挙
進
士
、愈
益
喜
、計
得
一
朝
侍
也
。）

　

手
紙
は
、
李
夢
陽
が
西
鄙
の
人
で
、
知
識
す
る
所
が
な
い
、
と
書
き
出
さ

れ
る
。
後
段
で
は
、
会
っ
た
時
に
「
鄙
薄
」
と
思
わ
れ
な
い
か
と
心
配
も
し

て
い
る
。
徐
禎
卿
の
詩
を
予
め
読
ん
で
感
銘
を
受
け
、
会
う
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
が
、
徐
禎
卿
は
使
者
を
通
じ
て
、
皮
日
休
（
八
三
三
〜

八
八
三
？
）
と
陸
亀
蒙
（
？
〜
八
八
一
）
の
よ
う
に
詩
を
唱
和
し
た
い
、
と

告
げ
た
。
李
夢
陽
は
驚
い
て
息
も
で
き
ず
、返
す
言
葉
も
な
く
、冗
談
を
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

前さ
き

に
陸
子
淵
に
過よ

ぎ

る
。
子
淵
足
下
の
文
を
出
だ
し
て
僕
に
示
す
。
読

む
こ
と
未
だ
竟お

わ

ら
ざ
る
に
、
巻
を
撫
し
て
歎
じ
て
曰
く
、
佳
き
か
な
、

鏗
鏗
乎
と
し
て
古
の
遺
声
な
ら
ん
や
。
方
に
足
下
に
伏
謁
す
る
も
、

会か
な
らず

足
下
僕
を
以
て
鄙
薄
と
せ
ざ
ら
ん
。
幸
い
使
を
し
て
臨
教
せ
し

め
て
曰
く
、竊
に
自
ら
下
に
附
き
て
事
を
執
ら
ん
と
欲
す
、即
ち
日
休
・

亀
蒙
が
輩
の
如
く
走
る
を
之
れ
願
う
と
。
僕
之
を
聞
き
て
悚
息
し
敢

て
一
語
を
出
だ
し
て
応
え
ず
、
意お
も

う
に
足
下
戯
れ
し
か
と
。（
前
過
陸

子
淵
。
子
淵
出
足
下
文
示
僕
。
読
未
竟
、
撫
巻
歎
曰
、
佳
哉
、
鏗
鏗

乎
古
之
遺
声
耶
。
方
伏
謁
足
下
、
会
足
下
不
以
僕
鄙
薄
。
幸
使
使
臨
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教
曰
、
竊
欲
自
附
於
下
執
事
、
即
如
日
休
・
亀
蒙
輩
走
之
願
也
。
僕

聞
之
悚
息
不
敢
出
一
語
応
、
意
者
足
下
戯
耶
。）

　

陸
子
淵
は
陸
深
（
一
四
七
七
〜
一
五
四
四
）
で
あ
る
。
徐
禎
卿
は
故
郷
の

呉
に
い
る
と
き
、
文
徴
明
（
一
四
七
〇
〜
一
五
五
九
）
と
東
洞
庭
・
西
洞
庭

の
詩
を
唱
和
し
、
ま
た
文
徴
明
と
と
も
に
沈
周
（
一
四
二
八
〜
一
五
〇
九
）

の
「
落
花
詩
」
に
唱
和
し
て
詩
を
楽
し
ん
で
い
た）

7
（

。
ま
さ
に
皮
日
休
と
陸
亀

蒙
が
唱
和
し
た
風
流
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

徐
禎
卿
は
「
皮
日
休
や
陸
亀
蒙
」
の
よ
う
に
詩
を
唱
和
す
る
こ
と
を
望
ん

だ
が
、
李
夢
陽
は
拒
ん
だ
。
そ
の
理
由
を
述
べ
た
の
が
「
除
氏
に
与
え
て
文

を
論
ず
る
の
書
」
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
で
は
、
ま
ず
唱
和
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
言
う
。

　

唱
和
と
は
、
例
え
ば
『
周
易
』
に
「
鳴
鶴
陰
に
在
り
、
其
の
子
之
に
和

す
」）

8
（

と
あ
る
よ
う
に
、
和
者
が
元
の
「
詩
」
と
「
心
的
に
同
一
」
で
あ
る
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。「
心
的
に
同
一
」
で
あ
れ
ば
、
声
が
同
じ
で
あ

れ
ば
応
じ
あ
い
、
気
が
同
じ
で
あ
れ
ば
求
め
あ
い
、
好
み
が
同
じ
で
あ
れ
ば

互
い
に
留
ま
り
、
情
が
同
じ
で
あ
れ
ば
と
も
に
成
し
と
げ
、
欲
が
同
じ
で
あ

れ
ば
と
も
に
赴
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
何
故
か
と
言
う
と
、「
心
的
に

同
一
」
で
あ
れ
ば
「
思
い
」
が
「
素
直
に
感
じ
ら
れ
心
に
入
っ
て
く
る
」
か

ら
で
あ
る
、
と
。

周
易
に
言
う
有
り
、
曰
く
、
鳴
鶴
陰
に
在
り
、
其
の
子
之
に
和
す
と
。

故
に
人
同
じ
き
を
祥
と
す
る
莫
く
、
異
な
る
を
不
祥
と
す
る
莫
し
。

故
に
声
を
同
じ
く
す
る
者
に
は
応
じ
、
気
を
同
じ
く
す
る
者
に
は
求

め
、
好
み
を
同
じ
く
す
る
者
に
は
留
ま
り
、
情
を
同
じ
く
す
る
者
に

は
成
り
、
欲
を
同
じ
く
す
る
者
に
は
趨
る
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
入
る

こ
と
に
感
ず
れ
ば
な
り
。（
周
易
有
言
、
曰
、
鳴
鶴
在
陰
、
其
子
和
之
。

故
人
莫
祥
於
同
、
莫
不
祥
於
異
。
故
同
声
者
応
、
同
気
者
求
、
同
好

者
留
、
同
情
者
成
、
同
欲
者
趨
。
何
則
感
於
入
也
。）

　
「
鳴
鶴
」
は
、
よ
い
言
葉
で
あ
る
な
ら
遠
く
に
い
る
人
で
も
感
動
し
、
応

じ
て
和
す
、
近
く
に
い
る
者
は
言
わ
ず
も
が
な
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ

い
言
葉
と
は
、
民
を
治
め
る
の
に
よ
い
作
用
を
及
ぼ
す
言
葉
で
あ
る
。
手
紙

で
は
そ
れ
を
逐
一
歴
代
の
唱
和
の
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。

　
「
卿
雲
」）

9
（

の
歌
は
昔
舜
が
皐
陶
・
岳
牧
等
と
賡
和
（
唱
和
）
し
た
も
の
だ
が
、

当
時
は
一
回
歌
い
一
回
和
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
召
の
康
公
が
成
王
に
従
っ

て
巻
阿
の
ほ
と
り
に
遊
び
、
王
の
作
歌
に
和
し
て
、
康
公
が
賢
人
を
求
め
良

士
を
用
い
る
よ
う
に
戒
め
る
詩「
巻
阿
」を
作
っ
た）
10
（

。こ
れ
に
よ
っ
て
王
は「
戚

戚
」
と
心
が
動
か
さ
れ
た
。
草
木
が
動
く
の
は
風
が
入
り
込
ん
で
動
か
す
か

ら
で
あ
り
、
そ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
音
が
生
ま
れ
る
。
人
の
歌
も
心
に
入
っ

て
さ
ま
ざ
ま
に
唱
和
さ
れ
る
。
孔
子
は
歌
を
聴
い
て
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
る

と
必
ず
も
う
一
度
歌
わ
せ
て
、
そ
の
あ
と
で
合
唱
し
た）
11
（

。
歌
が
良
か
っ
た
の

で
繰
り
返
さ
せ
和
し
た
の
で
あ
る
。

　

李
夢
陽
は
こ
れ
ら
の
事
例
を
挙
げ
て
、
君
（
徐
禎
卿
は
）
は
鳴
鶴
の
訓
を

忘
れ
、
虞
周
賡
和
の
義
を
捨
て
て
之
に
法
ら
ず
、
孔
子
反
和
の
旨
に
背
い
て
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自
ら
皮
日
休
・
陸
亀
蒙
等
に
倣
っ
て
唱
和
し
、
さ
ら
に
唱
和
に
慣
れ
な
い
者

に
ま
で
強
要
す
る
。
そ
れ
は
過
り
だ
と
言
う
。

昔
、
舜
、
股
肱
・
卿
雲
の
歌
を
作
り
、
即
ち
其
の
臣
皋こ

う

陶よ
う

・
岳
牧
等

歌
に
賡こ

う

和わ

す
。
是
の
時
に
当
た
り
て
は
一
た
び
歌
い
て
一
た
び
和
す
。

足
下
以
て
奚い

か
ん為

と
為
す
者
な
ら
ん
や
。
其
の
後
、
召
の
康
公
成
王
に

従
っ
て
巻
阿
の
上ほ

と
りに

遊
び
、
王
が
歌
を
作
る
に
因
り
て
、
歌
を
作
り

て
以
て
王
に
奉
ず
、
即
ち
王
戚
戚
と
し
て
入い

る
な
り
。
足
下
亦
た
諸こ

れ

を
風
に
観
ん
か
。
瀏
瀏
焉
と
し
て
、
其
れ
草
を
被
む
る
こ
と
木
の
若

し
。
渢
渢
溶
溶
乎
と
し
て
、
草
木
の
風
に
入
る
な
り
。
故
に
其
の
声

輷ご
う

礲ろ
う

轟ご
う

砰ほ
う

と
し
て
、
徐じ

ょ
し
つ疾

形あ
ら

わ
れ
、
小
大
生
ず
。
且
つ
孔
子
は
何
人

な
る
や
。
人
と
歌
い
て
善
け
れ
ば
、
必
ず
反
り
て
後
和
す
。
何
と
な

れ
ば
則
ち
未
だ
耳
に
入
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
今
足
下
鶴
鳴
の
訓
を
忘
れ
、

虞
周
賡
和
の
義
を
舎す

て
て
之
に
式の

っ
とら

ず
、
孔
子
反
和
の
旨
に
違
い
て
、

自
ら
皮
陸
の
数
子
に
附
き
て
、
又
其
の
入
ら
ざ
る
所
を
強
う
。
僕
窃

か
に
謂
え
ら
く
、
足
下
過
れ
り
。（
昔
者
、
舜
作
股
肱
、
卿
雲
之
歌
、

即
其
臣
皋
陶
岳
牧
等
賡
和
歌
。
当
是
時
一
歌
一
和
。
足
下
以
為
奚
為

者
耶
。
其
後
、
召
康
公
従
成
王
遊
巻
阿
之
上
、
因
王
作
歌
、
作
歌
以

奉
王
、
即
王
戚
戚
入
也
。
足
下
亦
観
諸
風
乎
。
瀏
瀏
焉
、
其
被
草
若

木
也
。
渢
渢
溶
溶
乎
、
草
木
之
入
風
也
。
故
其
声
輷
礲
轟
砰
、
徐
疾

形
焉
、
小
大
生
焉
。
且
孔
子
何
人
也
。
与
人
歌
善
矣
、
必
反
而
後
和
。

何
則
未
入
耳
。
今
足
下
忘
鶴
鳴
之
訓
、
舎
虞
周
賡
和
之
義
弗
之
式
、

違
孔
子
反
和
之
旨
、而
自
附
於
皮
陸
数
子
、又
強
其
所
弗
入
。
僕
窃
謂
、

足
下
過
矣
。）

　

列
挙
さ
れ
る
事
例
は
、
政
治
的
な
、
あ
る
い
は
道
徳
的
な
事
項
で
あ
る
。

唱
和
は
、
遊
び
で
連
作
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

手
紙
は
こ
の
後
李
夢
陽
の
文
学
観
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
　

二
、
李
夢
陽
の
「
文
学
観
」

　

李
夢
陽
は
、
詩
の
根
本
原
理
と
詩
の
効
用
を
簡
潔
に
定
義
す
る
。
詩
は
志

を
宣の

べ
、
詩
は
人
の
道
が
調
和
を
得
る
よ
う
に
働
く
も
の
だ
と
。

　
　

夫
れ
詩
は
志
を
宣
べ
て
道
和
す
る
者
な
り
。（
夫
詩
宣
志
而
道
和
者
也
。）

　
「
志
」
と
は
す
で
に
見
た
唱
和
の
事
例
か
ら
、
政
治
や
社
会
を
善
く
し
よ

う
と
い
う
意
志
で
あ
る
。
詩
に
詠
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
和
が
得
ら
れ
る
の

は
、
唱
和
の
効
用
で
あ
る
。
で
は
、
詩
そ
の
も
の
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

李
夢
陽
は
、
詩
が
詩
で
あ
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
「
貴
」、
忌
む
べ
き
こ

と
を
「
不
貴
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

故
に
宛
を
貴
び
て
嶮
を
貴
ば
ず
、
質
を
貴
び
て
靡
を
貴
ば
ず
、
情
を

貴
び
て
繁
を
貴
ば
す
、
融
洽
を
貴
び
て
工
巧
を
貴
ば
す
。
故
に
曰
く
、

其
の
楽
を
聞
き
て
其
の
徳
を
知
る
。
故
に
音お
ん

な
る
者
は
、愚
智
の
大
防
、

荘
詖
簡
侈
は
、
浮
孚
の
界
分
な
り
と
。（
故
貴
宛
不
貴
嶮
、
貴
質
不
貴

靡
、
貴
情
不
貴
繁
、
貴
融
洽
不
貴
工
巧
。
故
曰
、
聞
其
楽
而
知
其
徳
。

故
音
也
者
、
愚
智
之
大
防
、
莊
詖
簡
侈
、
浮
孚
之
界
分
也
。）
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「
貴
」
と
「
不
貴
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　

宛　
　

柔
ら
か
で
ゆ
っ
た
り　
　
　

嶮　
　

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
け
わ
し
い

　
　
　
　
　
　

し
て
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

質　
　

質
素
で
飾
ら
な
い　
　
　
　

靡　
　

華
麗
に
飾
り
立
て
る　

　
　
　

情　
　

情
が
あ
る　
　
　
　
　
　
　

繁　
　

説
明
的
で
繁
雑
で
あ
る

　
　
　

融
洽　

調
和
が
と
れ
て　
　
　
　
　

工
巧　

技
を
誇
り
調
和
が
と
れ

　
　
　
　
　
　

や
わ
ら
い
で
い
る　
　
　
　
　
　
　

て
い
な
い

　

詩
は
も
と
も
と
「
楽
器
」
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
た
。
そ
の
楽
も
勿

論
「
宛
・
質
・
情
・
融
洽
」
に
適
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
詩
も
楽

も「
貴
」の
条
件
に
適
え
ば「
そ
の
徳
を
知
る
」こ
と
が
で
き
る
。『
礼
記
』「
楽

記
」）
12
（

以
来
の
伝
統
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
李
夢
陽
は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、

「
音
」
は
愚
と
智
と
を
明
確
に
分
か
つ
も
の
で
あ
り
、
荘
（
つ
つ
し
ん
で
う

や
う
や
し
い
）
と
詖
（
心
が
ね
じ
け
て
お
も
ね
る
）、簡
（
簡
素
）
と
侈
（
奢

侈
）
は
、
浮
（
浮
薄
）
と
孚
（
真
実
）
の
界
分
（
境
界
）
だ
と
言
う
。
音お
ん

に

よ
っ
て
、
つ
ま
り
楽
器
の
音
や
詩
の
音
に
よ
っ
て
、「
智
」
を
働
か
せ
「
荘
・

簡
」
の
真
実
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
や
は
り
、
詩
は
政
治

や
社
会
の
た
め
に
あ
り
、
遊
び
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
だ
。

　

つ
い
で
李
夢
陽
は
詩
を
遊
び
の
具
と
し
た
詩
人
た
ち
を
次
の
よ
う
に
批
判

す
る
。元

（
稹
）
白
（
居
易
）、韓
（
愈
）
孟
（
郊
）、皮
（
日
休
）
陸
（
亀
蒙
）

の
徒
に
至
り
て
は
、
詩
を
為
り
て
始
め
て
聯
を
連
ね
て
闘
押
し
、
累

累
と
し
て
数
千
百
言
な
る
も
相
下
ら
ず
、
此
れ
何
ぞ
市
に
入
り
て
金

を
攫つ
か

み
、
場
に
登
り
て
戯
を
角き

そ

う
に
異
な
ら
ん
や
。
彼
の
冠
冕
珮
玉

を
覩み

る
に
、
腕
を
縮
め
竿
を
投
ぜ
ず
し
て
走
る
者
有
ら
ん
か
。
何
と

な
れ
ば
、
其
の
君
子
に
非
ざ
る
を
恥
ず
れ
ば
な
り
。（
至
元
白
韓
孟
皮

陸
之
徒
、
為
詩
始
連
聯
闘
押
、
累
累
数
千
百
言
不
相
下
、
此
何
異
於

入
市
攫
金
、
登
場
角
戯
也
。
彼
覩
冠
冕
珮
玉
、
有
不
縮
腕
投
竿
而
走

者
乎
。
何
也
、
恥
其
非
君
子
也
。）

　

詩
の
唱
和
に
つ
い
て
は
厳
羽
の
『
滄
浪
詩
話
』
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

厳
羽
は
、
和
韻
は
最
も
人
の
詩
に
害
が
あ
り
、
古
人
は
酬
唱
は
し
て
も
次
韻

は
し
な
か
っ
た
。
和
韻
・
次
韻
の
風
は
元
稹
・
白
居
居
、
皮
日
休
・
陸
亀
蒙

か
ら
盛
ん
に
な
り
、
宋
代
で
は
技
巧
を
闘
わ
せ
、
何
度
も
往
復
し
て
和
す
る

者
が
出
た
、
と
言
う）
13
（

。

　

李
夢
陽
は
さ
ら
に
時
代
を
遡
っ
て
、先
に
述
べ
た
詩
に
お
け
る
「
貴
」「
不

貴
」
に
つ
い
て
触
れ
、
詩
を
「
争
う
者
は
士
の
屑
」
だ
と
言
う
。

三
代
よ
り
下
り
て
、
漢
魏
最
も
古
に
近
し
。
郷さ
き

に
繁
・
巧
・
嶮
・
靡

の
習
い
を
し
て
、
誠
に
情
・
質
・
宛
・
洽
を
貴
び
て
、
莊
詖
・
簡
侈
・

浮
孚
、
意
義
殊
に
大
高
下
無
か
ら
し
む
る
は
、
漢
魏
の
諸
子
の
先
じ

て
之
を
為
さ
ざ
る
な
ら
ん
や
。
故
に
曰
く
争
う
者
は
士
の
屑
な
り
。

然
れ
ど
も
予
独
り
夫
の
昌
黎
の
数
子
を
従
え
る
を
怪
し
む
な
り
。（
三

代
而
下
、
漢
魏
最
近
古
。
郷
使
繁
巧
嶮
靡
之
習
、
誠
貴
於
情
質
宛
洽
、

而
莊
詖
簡
侈
浮
孚
、
意
義
殊
無
大
高
下
、
漢
魏
諸
子
不
先
為
之
邪
。
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故
曰
争
者
士
之
屑
也
。
然
予
独
怪
夫
昌
黎
之
従
数
子
也
。）

　

李
夢
陽
の
批
評
は
実
に
手
厳
し
い
。「
争
」
か
ら
の
流
れ
で
、
李
夢
陽
は

兵
法
書
に
喩
え
を
と
っ
て
、詩
の
社
会
貢
献
の
具
体
的
な
作
用
に
言
及
す
る
。

請
う
足
下
と
論
戦
せ
ん
。
世
の
善
戦
と
称
す
る
は
、
孫
武
・
司
馬
・

穰
苴
が
輩
に
非
ざ
ら
ん
か
。
然
れ
ど
も
特
に
世
俗
の
論
の
み
。
何
と

な
れ
ば
則
ち
、
此
れ
変
詐
の
兵
な
れ
ば
な
り
。
荀
子
の
所
謂
㬥
乱
昏

の
国
に
施
し
、
而
る
後
に
可
な
る
者
な
り
。
僕
常
に
謂お

も

え
ら
く
、

兵
は
六
韜
よ
り
善
き
は
莫
し
。
仁
以
て
之
を
漸み

ち
びき

、義
以
て
之
を
断
ち
、

礼
以
て
之
を
治
め
、
信
以
て
之
を
駆
り
、
勇
以
て
之
を
合
し
、
知
以

て
之
を
行
い
、
蓄
う
る
は
之こ
れ

神
幽
、
而
し
て
動
く
は
之こ

れ

霆
撃
。
故
に

尚
父
之
を
得
て
武
王
を
佐た

す

け
、
天
下
に
王
た
り
。
夫
れ
詩
は
固
よ
り

是
く
の
若
き
の
み
。（
請
与
足
下
論
戦
。
世
称
善
戦
、
非
孫
武
司
馬
穰

苴
輩
乎
。
然
特
世
俗
論
爾
。
何
則
、
此
変
詐
之
兵
也
。
荀
子
所
謂
施

于
㬥
乱
昏

之
国
、
而
後
可
者
也
。
僕
常
謂
兵
莫
善
於
六
韜
。
仁
以

漸
之
、
義
以
断
之
、
礼
以
治
之
、
信
以
駆
之
、
勇
以
合
之
、
知
以
行
之
、

蓄
之
神
幽
、
而
動
之
霆
撃
。
故
尚
父
得
之
佐
武
王
、
王
天
下
。
夫
詩

固
若
是
已
。）

　

詩
は
天
子
を
輔
佐
す
る
た
め
に
あ
る
。
よ
り
良
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、仁
義
礼
知
信
勇
が
必
要
で
あ
る
。
詩
は
そ
れ
ら
を
詠
う
た
め
に
あ
る
。

そ
れ
に
は
神
幽
を
蓄
え
稲
妻
の
よ
う
に
す
ば
や
く
動
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
言

う
。

　

呉
（
蘇
州
）
に
生
ま
れ
育
ち
、
沈
周
や
文
徴
明
な
ど
の
文
人
の
間
で
才
能

を
発
揮
し
た
徐
禎
卿
に
は
、
詩
に
よ
っ
て
社
会
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
意
識

は
な
か
っ
た
。
中
国
の
長
い
文
学
史
の
な
か
で
、
政
治
性
の
な
い
文
学
は
稀

で
あ
り
、
李
夢
陽
の
詩
観
は
む
し
ろ
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
詩
で
政
治
社

会
を
風
刺
し
た
り
、
困
窮
す
る
庶
民
の
悲
哀
を
代
弁
し
た
り
す
る
こ
と
が
、

中
国
の
伝
統
的
な
考
え
方
だ
っ
た
。

　

弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）
と
い
う
こ
の
年
に
、
李
夢
陽
が
詩
の
社
会
貢

献
を
念
入
り
に
説
く
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。

　

李
夢
陽
は
陝
西
省
慶
陽
の
人
で
、
先
の
手
紙
の
冒
頭
に
「
僕
は
西
鄙
の
人

な
り
。
知
識
す
る
所
無
し
」
と
言
う
よ
う
に
、
西
陲
の
一
寒
村
の
出
身
で
、

庶
民
的
な
生
活
の
中
で
育
っ
た
。
父
は
読
書
人
で
は
あ
っ
た
が
最
下
級
に
属

し
て
い
た
た
め
、
李
夢
陽
は
、
読
書
人
の
世
家
な
ど
と
い
う
束
縛
も
な
く
、

素
朴
に
、
愚
直
に
、
時
に
は
粗
暴
に
育
っ
た
。
弘
治
六
年
（
一
四
九
三
）
に

陝
西
郷
試
の
解
元
と
な
り
、
翌
年
進
士
に
及
第
し
、
戸
部
主
事
と
な
っ
た
。

科
挙
の
受
験
勉
強
で
詩
の
伝
統
を
学
ん
だ
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

そ
し
て
持
ち
前
の
庶
民
の
素
朴
さ
か
ら
、
素
朴
で
自
然
な
詩
へ
の
憧
れ
が
、

や
が
て
復
古
の
主
張
へ
と
結
実
し
て
ゆ
く
。
詩
論
に
お
い
て
「
質
」
や
「
情
」

を
貴
び
「
靡
」「
繁
」
を
忌
避
す
る
の
は
ま
さ
し
く
素
朴
・
簡
素
化
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
。「
呉
歌
」
を
好
ん
だ
と
い
う
の
も
、
庶
民
の
素
朴
を
愛
す
る

が
た
め
で
あ
る
。「
真
詩
は
乃
ち
民
間
に
在
り
（
今
真
詩
乃
在
民
間
）」（『
空

同
集
』
巻
五
一
「
詩
集
自
序
」）
と
い
う
主
張
も
こ
れ
に
所
以
す
る
。
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李
夢
陽
は
、
進
士
に
及
第
し
て
官
僚
に
な
る
と
、
も
と
も
と
の
庶
民
的
な

愚
直
・
粗
暴
さ
も
相
ま
っ
て
、
不
正
を
許
さ
な
い
豪
胆
さ
を
発
揮
す
る
よ
う

に
な
る
。
弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）、
あ
た
か
も
徐
禎
卿
が
進
士
に
及
第

し
た
年
で
あ
る
が
、
戸
部
主
事
の
李
夢
陽
は
、
張
皇
后
の
兄
の
寿
寧
張
鶴
齢

の
不
法
を
糾
弾
し
、
三
月
、
錦
衣
衛
の
獄
に
下
さ
れ
た
が
、
孝
宗
の
庇
護
に

よ
っ
て
四
月
十
六
日
出
獄
し
た
。の
ち
道
で
張
鶴
齢
と
出
会
っ
た
と
き
、怒
っ

て
馬
の
鞭
で
張
鶴
齢
の
歯
を
二
本
折
っ
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
年
、
孝
宗
は
政
治
を
刷
新
す
べ
く
良
策
を
朝
野
か
ら
募
っ
た
。
李
夢

陽
は
仕
途
以
来
政
治
の
混
沌
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
孝
宗

皇
帝
に
上
る
疏
稿（
上
孝
宗
皇
帝
疏
稿
）」（『
空
同
集
』巻
三
八
）を
撰
し
奉
っ

た
。
そ
こ
に
は
、現
今
の
政
界
に
は
「
二
病
・
三
害
・
八
漸
」
が
あ
る
、「
二
病
」

は
「
元
気
の
病
」
と
「
腹
心
の
病
」
で
あ
る
、
前
者
は
大
臣
を
指
し
、
後
者

は
宦
官
を
指
す
。
病
を
療
治
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
療
治
し
な
け
れ
ば

命
が
な
い
、
と
言
う
。
だ
が
、
孝
宗
は
そ
の
五
月
に
崩
御
す
る
。
跡
を
継
い

だ
の
は
十
五
歳
の
武
宗
で
、
劉
瑾
ら
宦
官
八
人
が
輔
佐
を
し
、
八
虎
の
専
制

時
代
が
始
ま
る）
14
（

。

　
　
　

三
、
徐
禎
卿
の
「
文
学
観
」

　

李
夢
陽
は
唱
和
し
て
詩
を
「
争
う
者
は
士
の
屑
」
と
ま
で
言
っ
て
い
た
。

二
人
が
会
っ
た
時
、
唱
和
に
つ
い
て
当
然
話
題
に
な
っ
た
。
が
、
徐
禎
卿
は

十
分
に
説
明
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
後
に
「
李
献
吉
に
与
え
て
文
を
論
ず

る
の
書
（
与
李
献
吉
論
文
書
）」
を
寄
せ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

足
下
よ
り
書
を
奉
ぜ
ら
れ
て
幸こ
う

甚
し
。
尋つ

い

で
已
に
口
復
せ
る
も
、
卒

卒
と
し
て
猶
お
愚
臆
を
既つ

く

さ
ず
。（
足
下
奉
書
幸
甚
。
尋
已
口
復
、
卒

卒
猶
不
既
愚
臆
也
。）

　

そ
こ
で
改
め
て
手
紙
を
書
い
て
自
分
も
音
楽
が
好
き
で
古
を
信
じ
て
い

る
、
と
言
う
。

僕
少わ
か

き
よ
り
声
詩
（
＝
音
楽
）
を
喜
び
、

ほ

ぼ
六
芸
の
学
に
通
ず
。
時

人
近
世
の
辞
を
観
る
に
、
悉
く
是
に
詭そ

む

く
。
唯
だ
漢
氏
の
み
遠
く
古

を
逾
え
ず
、
遺
風
流
韻
、
猶
お
未
だ
艾つ

き
ず
、
而
し
て
郊
廟
閭
巷
の
歌
、

誦
す
べ
き
者
多
し
。
僕
以お

も為
え
ら
く
是
く
の
如
き
は
猶
お
古
に
叛そ

む

か

ざ
る
べ
し
。
乃
ち
其
の
性
情
の
愚
を
攄の

べ
、窃
か
に
作
者
の
義
に
比
す
。

今
時
人
喜
ん
で
下
に
趨
る
も
、
率
ね
古
を
信
ぜ
ず
。
之
と
言
い
て
尽

こ
と
ご
と

く
は
解
せ
ず
。
故
に
久
し
く
其
の
説
を
輸い

た

さ
ざ
る
は
、
恐
ら
く
は
伯

牙
の
笑
う
所
と
為
ら
ん
。（
僕
少
喜
声
詩
、

通
於
六
芸
之
学
。
観
時

人
近
世
之
辞
、
悉
詭
於
是
。
唯
漢
氏
不
遠
逾
古
、
遺
風
流
韻
、
猶
未
艾
、

而
郊
廟
閭
巷
之
歌
、
多
可
誦
者
。
僕
以
為
如
是
猶
可
不
叛
於
古
。
乃

攄
其
性
情
之
愚
、
窃
比
於
作
者
之
義
。
今
時
人
喜
趨
下
、
率
不
信
古
。

与
之
言
不
尽
解
。
故
久
不
輸
其
説
、
恐
為
伯
牙
所
笑
。）

　

徐
禎
卿
は
若
い
時
か
ら
声
詩
（
＝
音
楽
）
を
好
ん
だ
こ
と
、
漢
代
は
古
か

ら
遠
く
隔
た
ら
ず
、
古
の
遺
風
流
韻
も
尽
き
ず
、
郊
廟
閭
巷
の
歌
に
も
誦
す

べ
き
も
の
が
多
い
、
そ
れ
は
愚
直
な
ま
で
に
性
情
を
抒の

べ
、
古
代
の
作
者
の
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節
度
に
適
う
か
ら
だ
と
言
う
。
今
時
の
人
は
古
を
好
む
と
言
い
な
が
ら
古
を

信
じ
る
こ
と
な
く
、
古
の
真
の
良
さ
を
説
明
し
て
も
理
解
し
て
く
れ
な
い
、

と
も
言
う
。

　
「
郊
廟
閭
巷
の
歌
」
と
は
、
曲
調
に
乗
せ
て
歌
う
詩
で
あ
る
。
李
夢
陽
が

徐
禎
卿
を
認
め
た
の
が
「
呉
声
」
を
能
く
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
し
、
徐
禎
卿

も
「
声
詩
」
を
好
む
と
言
う
。
ま
た
と
も
に
古
を
好
ん
で
信
じ
、
漢
代
が
古

の
遺
風
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
認
識
も
一
致
し
て
い
る
。
二
人
が
真
に
交

際
が
で
き
た
の
は
、
出
会
い
の
初
め
か
ら
好
み
が
一
致
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

徐
禎
卿
は
二
〇
歳
の
と
き
に
『
談
芸
録
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
詩
の
定
義

か
ら
始
ま
り
、
詩
の
理
想
や
、
詩
の
生
ま
れ
る
由
縁
等
が
体
系
的
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
和
刻
本
も
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
よ
く
読
ま
れ
た）
15
（

。
そ
の
『
談

芸
録
』
に
も
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

魏
の
詩
は
門
戸
な
り
。
漢
の
詩
は
堂
奥
な
り
。
戸
に
入
り
て
堂
に
升

る
は
、固ま
こ
とに

其
の
機
な
り
。
而
し
て
晋
氏
の
風
は
、之
を
魏
に
本
づ
く
。

然
れ
ど
も
迹
を
魏
に
判
つ
者
は
何
ぞ
や
。
故
に
知
る
門
戸
は
定
程
に

非
ざ
る
こ
と
を
。（
魏
詩
門
戸
也
。
漢
詩
堂
奥
也
。
入
戸
升
堂
、
固
其

機
也
。
而
晋
氏
之
風
、
本
之
魏
焉
。
然
而
判
迹
於
魏
者
何
也
。
故
知

門
戸
非
定
程
也
。）

　

魏
の
詩
は
門
戸
で
あ
り
、
漢
の
詩
は
堂
奥
で
あ
る
。
戸
に
入
り
堂
に
上
る

こ
と
が
、
ま
さ
に
詩
を
学
ぶ
要
諦
で
あ
る
。
晋
氏
の
詩
風
は
、
魏
に
本
づ
い

て
い
る
が
、
し
か
し
詩
の
軌
跡
は
魏
と
は
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
。

　

こ
の
段
に
到
る
ま
で
に
、『
談
芸
録
』
で
は
、
古
代
の
詩
の
本
質
と
、
古

の
詩
と
音
楽
の
歴
史
を
述
べ
て
い
る
。
古
詩
の
基
本
的
な
認
識
で
あ
る
。

先
王
之
を
宮
徴
に
協か
な

え
、
之
を
簧
絃
に
被
ら
し
め
、
之
を
郊
社
に
奏

し
、
之
を
宗
廟
に
頌
し
、
之
を
燕
会
に
歌
い
、
之
を
房
中
に
諷
す
。

蓋け
だ

し
之
を
以
て
以
て
天
地
を
格た

だ

し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
め
、
風
教
を
暢

べ
、
庶
情
に
通
ず
べ
し
。
此
れ
古
の
詩
の
大
約
な
り
。（
先
王
協
之
於

宮
徴
、
被
之
於
簧
絃
、
奏
之
於
郊
社
、
頌
之
於
宗
廟
、
歌
之
於
燕
会
、

諷
之
於
房
中
。
蓋
以
之
可
以
格
天
地
、
感
鬼
神
、
暢
風
教
、
通
庶
情
。

此
古
詩
之
大
約
也
。）

　

先
王
は
詩
に
宮
徴
の
曲
を
つ
け
、
あ
ま
ね
く
笛
や
弦
楽
器
で
演
奏
で
き
る

よ
う
に
し
、
郊
社
の
ま
つ
り
で
演
奏
し
た
り
、
宗
廟
で
先
祖
を
た
た
え
た
り
、

宴
会
で
歌
っ
た
り
、房
中
で
そ
れ
と
な
く
諭
し
た
り
し
た
。
こ
れ
は
思
う
に
、

詩
に
よ
っ
て
、
天
地
の
あ
る
べ
き
姿
を
正
し
く
認
識
さ
せ
、
霊
的
な
存
在
の

鬼
神
を
も
感
動
さ
せ
、
道
徳
・
教
化
を
ひ
ろ
く
行
き
わ
た
ら
せ
、
人
の
も
ろ

も
ろ
の
情
に
通
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
、
と
。

　

さ
て
、
前
節
で
李
夢
陽
が
「
宛
・
質
・
情
・
融
洽
」
を
貴
ん
で
い
た
こ
と

を
見
た
が
、『
談
芸
録
』
に
も
同
様
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

情
は
心
の
精
な
り
。
情
に
定
れ
る
位
無
く
、
感
に
触
れ
て
興
る
。
既

に
中
に
動
け
ば
、
必
ず
声
に
形あ
ら
わる

。
故
に
喜
べ
ば
則
ち
笑
啞
を
為
し
、

憂
う
れ
ば
則
ち
吁
歔
を
為
し
、
怒
れ
ば
則
ち
叱
咤
を
為
す
。
然
れ
ど

も
引
き
て
音
を
成
す
は
、
気
寔ま

こ
とに

佐た
す

け
を
為
し
、
音
を
引
き
て
詞
を
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成
す
は
、
文
寔
に
功
に
与あ

ず
か

る
。
蓋
し
情
に
因
り
て
以
て
気
を
発
し
、

気
に
因
り
て
以
て
声
を
成
し
、
声
に
因
り
て
詞
を
絵か

ざ

り
、
詞
に
因
り

て
韻
を
定
む
。
此
れ
詩
の
源
な
り
。（
情
者
心
之
精
也
。
情
無
定
位
、

触
感
而
興
。
既
動
于
中
、必
形
於
声
。
故
喜
則
為
笑
啞
、憂
則
為
吁
歔
、

怒
則
為
叱
咤
。
然
引
而
成
音
、
気
寔
為
佐
、
引
音
成
詞
、
文
寔
与
功
。

蓋
因
情
以
発
気
、
因
気
以
成
声
、
因
声
而
絵
詞
、
因
詞
而
定
韻
。
此

詩
之
源
也
。）

　

情
は
心
の
精
粋
で
あ
り
、
情
に
は
一
定
の
在
り
処
は
な
く
、
物
に
触
れ
て

興
る
。
情
が
心
の
中
で
動
く
と
、
必
ず
「
声
」
に
な
っ
て
現
れ
る
。
そ
こ
で

嬉
し
く
な
る
と
笑
い
声
と
な
り
、
憂
え
る
と
嘆
き
声
と
な
り
、
怒
る
と
叱
咤

の
声
と
な
る
。
し
か
し
、
単
発
的
な
声
が
さ
ら
に
規
則
的
な
「
音
（
音
素
）」

に
な
る
に
は
、「
気
」
が
輔
佐
し
、「
音
（
音
素
）」
が
集
ま
っ
て
「
詞
（
言
語
）」

と
な
る
に
は
、「
文
（
文
彩
）」
が
必
要
で
あ
る
。
情
に
因
っ
て
気
が
発
せ
ら

れ
、気
に
因
っ
て
声
が
生
ま
れ
、声
に
因
っ
て
詞
が
美
し
く
な
り
、詞
に
よ
っ

て
韻
が
定
ま
る
。
こ
れ
が
詩
の
本
源
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
情
は
不
安
定
で
あ
り
、
気
も
均
一
に
働
か
ず
に
偏
る
こ
と
が
あ

る
。
詞
も
気
分
に
任
せ
て
妥
当
な
も
の
が
選
択
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
才

は
奢
り
や
す
い
。
で
は
ど
う
す
る
か
。

然
れ
ど
も
情
は
寔
に
実
に
眑
渺
た
り
、
必
ず
思
に
因
り
て
以
て
其
の

奥
を
窮
め
、気
は

弱
有
り
、必
ず
力
に
因
り
て
以
て
其
の
偏
を
奪
い
、

詞
は
妥
帖
な
り
難
く
、
必
ず
才
に
因
り
て
以
て
其
の
極
を
致
し
、
才

は
飄
揚
な
り
易
く
、
必
ず
質
に
因
り
て
以
て
其
の
侈
を
禦
ぐ
。
此
れ

詩
の
流
な
り
。
是
れ
に
繇よ

り
て
観
れ
ば
、
則
ち
知
る
、
詩
と
は
乃
ち

精
神
の
浮
英
、
造
化
の
秘
思
な
る
を
。（
然
情
寔
実
眑
渺
、
必
因
思
以

窮
其
奥
、
気
有

弱
、
必
因
力
以
奪
其
偏
、
詞
難
妥
帖
、
必
因
才
以

致
其
極
、才
易
飄
揚
、必
因
質
以
禦
其
侈
。
此
詩
之
流
也
。
繇
是
而
観
、

則
知
詩
者
乃
精
神
之
浮
英
、
造
化
之
秘
思
也
。）

　

情
は
必
ず
「
思
（
思
考
す
る
こ
と
）」
に
因
っ
て
そ
の
深
奥
を
窮
め
、
気

は
必
ず
「
力
（
強
弱
の
力
）」
に
因
っ
て
そ
の
偏
奇
を
な
く
し
、詞
は
必
ず
「
才

（
才
分
）」
に
因
っ
て
そ
の
至
境
を
き
わ
め
、
ま
た
才
は
飄
揚
し
易
い
の
で
、

必
ず「
質（
質
朴
）」に
因
っ
て
そ
の
奢
侈
を
防
ぐ
。こ
れ
が
詩
の
本
流
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
詩
と
は
精
神
が
外
に
現
れ
る
花
で
あ
り
、
造
化
の
秘
め

や
か
な
思
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

徐
禎
卿
は
、『
談
芸
録
』
の
冒
頭
で

詩し

の
理り

は
宏こ

う

淵え
ん

な
り
、
談だ

ん

ず
る
こ
と
何な

ん

ぞ
容よ

う

易い

な
ら
ん
。
其そ

の
妙

み
ょ
う

用よ
う

を
究き

わ

む
れ
ば
、
略り

ゃ
くし

て
言い

う
可べ

し
。（
詩
理
宏
淵
、
談
何
容
易
。
究
其

妙
用
、
可
略
而
言
。）

と
、
詩
の
理
は
宏
淵
で
あ
る
が
、
そ
の
妙
用
を
窮
め
れ
ば
、
詩
の
本
質
や
そ

の
芸
術
性
を
大
略
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
ま
た
、
詩
の
理
想
の
形

は
古
代
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
詩
の
理
を
極
め
て
い
く
と
、
詩
と
は
「
玄
鬱
の

思
を
宣
べ
、
神
妙
の
化
を
光
あ
き
ら
かに

す
る
所
以
の
者
で
あ
る
」
と
い
う
。

「
卿
雲
」「
江
水
」
は
、
雅
頌
の
源
を
開
き
、「
烝
民
」「
麦
秀
」
は
、
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国
風
の
始は

じ
め

を
建
つ
。
其
の
事
迹
を
覧
る
に
、
興
廃
存
す
る
が
如
く
、

彼
の
民
情
を
占
う
に
、
困こ

ん
じ
ょ舒

目
に
在
り
。
則
ち
知
る
、
詩
と
は
、
玄げ

ん

鬱う
つ

の
思
を
宣の

べ
、
神
妙
の
化
を
光

あ
き
ら
かに

す
る
所
以
の
者
な
り
と
。（
卿
雲

江
水
、
開
雅
頌
之
源
、
烝
民
麦
秀
、
建
国
風
之
始
。
覧
其
事
迹
、
興

廃
如
存
、
占
彼
民
情
、
困
舒
在
目
。
則
知
詩
者
、
所
以
宣
玄
鬱
之
思
、

光
神
妙
之
化
者
也
。）

　
「
玄
鬱
の
思
」
は
、
心
の
奥
底
に
隠
れ
た
思
い
。「
神
妙
の
化
」
は
、
自
然

の
不
可
思
議
な
移
り
変
わ
り
。「
玄げ
ん

鬱う
つ

の
思
を
宣の

ぶ
」
は
、
創
作
面
よ
り
み

た
詩
の
認
識
で
あ
り
、「
神
妙
の
化
を
光
に
す
」
は
、詩
の
も
つ
効
用
を
言
う
。

こ
の
二
方
向
か
ら
の
詩
の
認
識
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
が
あ
っ
た
。
詩
の

政
治
社
会
で
の
効
用
を
重
視
す
れ
ば
『
詩
経
』
大
序
に
代
表
さ
れ
る
「
言
志
」

説
と
な
る
。
ま
た
「
思
い
を
宣
ぶ
」
と
い
う
「
思
い
」
を
政
治
社
会
へ
の
思

い
に
傾
く
と
、
李
夢
陽
の
「
言
志
」
と
も
な
る
。「
思
い
」
が
「
情
に
傾
け

ば
「
縁
情
」
説
と
な
る
。
徐
禎
卿
は
詩
の
社
会
性
を
認
め
て
も
、
作
詩
に
お

い
て
社
会
性
や
道
徳
性
に
偏
る
こ
と
は
な
い
。

　
『
談
芸
録
』
を
著
し
た
二
〇
歳
の
徐
禎
卿
は
豊
か
な
蘇
州
で
自
由
に
、
師

や
友
と
芸
術
に
浸
っ
て
い
た
。
科
挙
落
第
の
悲
し
み
は
詠
っ
て
も
、
社
会
を

平
和
に
す
る
た
め
に
詩
は
あ
る
、
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
李
夢
陽
が
会

い
た
い
と
言
っ
た
時
に
、
徐
禎
卿
は
「
皮
日
休
や
陸
亀
蒙
が
唱
和
し
た
よ
う

に
詩
を
作
り
あ
お
う
」
と
言
っ
た
の
は
、
ご
く
当
然
の
反
応
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
李
夢
陽
と
会
っ
た
と
き
、
詩
の
社
会
性
・
道
徳
性
に
つ
い
て
も
明
確
に

答
え
ら
れ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

徐
禎
卿
は
科
挙
に
及
第
し
て
も
「
貌
寝
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
疎
外
さ
れ
た

り）
16
（

、
官
界
の
情
勢
を
知
る
に
つ
け
、
李
夢
陽
の
言
う
「
詩
は
志
を
宣
べ
て
道

の
和
を
追
究
す
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
に
同
調
し
、
交
遊
を
通
じ
て
そ
れ
に

適
う
詩
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
京
師
で
の
交
遊

　

徐
禎
卿
は
三
三
年
の
生
涯
で
、
科
挙
に
及
第
し
た
二
八
歳
か
ら
亡
く
な
る

ま
で
の
五
年
間
、
李
夢
陽
と
交
遊
し
た
。
徐
禎
卿
に
は
、
李
夢
陽
と
の
交
遊

を
示
す
詩
が
一
九
首
、
文
は
三
篇
あ
る
。
一
方
、
李
夢
陽
に
は
徐
禎
卿
と
の

詩
は
九
首
、
文
は
三
篇
で
あ
る
。
徐
禎
卿
の
、
李
夢
陽
と
関
係
す
る
詩
文
を

年
ご
と
に
見
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。（
文
）
は
手
紙
文
で
あ
る
。

弘
治
十
八
年
秋
「
喜
玄
敬
献
吉
見
過
」「
答
献
吉
餽
蕨
之
作
」「
晩
過
献
吉
斎

所
」「
与
李
献
吉
論
文
書
」（
文
）

計　

詩
三
首
、
文
一
篇

正
徳
元
年
一
月
「
人
日
柬
李
員
外
出
陪
郊
祀
」「
答
献
吉
」「
席
上
答
献
吉
」

「
署
中
贈
顧
与
成
別
因
酬
李
子
」「
重
別
李
子
」「
酬
李
員

外
贈
古
鏡
歌
」「
発
潞
河
寄
懐
李
子
」「
往
歳
中
秋
、
与

献
吉
子
容
、
幽
吟
於
月
下
。
飛
蓬
一
失
、
載
離
寒
暑
、

今
夕
之
夕
、
時
異
事
非
、
対
月
挙
觴
、
悵
然
有
作
」「
九
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日
期
登
大
慈
恩
寺
閣
不
果
寄
献
吉
」「
秋
日
懐
李
郎
中
及

辺
熊
二
君
子
五
首
」　

計　

詩
十
首

正
徳
二
年
春　
「
於
武
昌
懐
献
吉
五
十
韻
」「
寄
献
吉
」「
答
献
吉
書
」（
文
）

「
重
与
献
吉
書
」（
文
）

計　

詩
二
首　

文
二
篇

正
徳
三
年　
　

 「
酔
後
答
李
子
」　　

秋
「
贈
別
献
吉
」　　

計　

詩
二
篇

正
徳
四
年　
　

 「
感
興
懐
献
吉
」　　

計　

詩
一
首

正
徳
五
年　
　

 「
過
喬
侍
郎
省
中
因
懐
献
吉
」　

計　

詩

　

正
徳
元
年
（
一
五
〇
六
）
の
「
発
潞
河
寄
懐
李
子
」
が
江
南
・
瀟
湘
へ
の

旅
の
出
発
を
詠
う
詩
で
あ
る
。
正
徳
二
年
（
一
五
〇
七
）
春
の
「
於
武
昌
懐

献
吉
五
十
韻
」
は
政
治
・
政
局
を
風
刺
す
る
「
言
志
」
の
意
向
の
強
い
詩
で

あ
る
。
こ
こ
に
到
る
ま
で
、
徐
禎
卿
は
詩
作
に
お
い
て
様
々
な
試
み
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う
。
李
夢
陽
と
の
交
遊
の
様
子
が

よ
く
分
か
る
。

　

科
挙
に
及
第
し
た
年
の
秋
、
都
穆
（
字
玄
敬
、
一
四
五
九
〜
一
五
〇
八
）

と
李
夢
陽
（
字
献
吉
）
が
訪
ね
て
き
た
。
嬉
し
く
て
作
っ
た
の
が
「
玄
敬
献

吉
に
過よ

ぎ
ら
る
る
を
喜
ぶ
（
喜
玄
敬
献
吉
見
過
）」
で
あ
る
。

宛
宛
蛛
糸
落　
　

宛
宛
と
し
て
蛛
糸
落
ち

労
労
鵲
語
催　
　

労
労
と
し
て
鵲
語
催
す

軒
窓
知
客
至　
　

軒
窓　

客
の
至
る
を
知
り

風
雨
送
秋
來　
　

風
雨　

秋
を
送
っ
て
来
た
る

文
接
応
徐
論　
　

文
は
応
徐
の
論
に
接
し

時
憑
衛
霍
才　
　

時
は
衛
霍
の
才
に
憑
る

夜
深
雲
月
吐　
　

夜
深
う
し
て
雲
月
吐
く

矯
首
即
蓬
萊　
　

首こ
う
べを

矯あ

ぐ
れ
ば
即
ち
蓬
萊

　

首
聯
は
、
蜘
蛛
が
来
る
と
親
し
い
客
が
好
い
知
ら
せ
を
も
っ
て
来
る
、
鵲

が
鳴
く
と
よ
い
こ
と
が
起
こ
る
予
兆
と
い
う
諺
を
利
用
し
て
い
る
。頸
聯
は
、

都
穆
と
李
夢
陽
の
二
人
を
、
文
学
の
面
で
は
応

と
徐
幹
に
喩
え
て
そ
の
文

学
論
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
武
人
の
面
で
は
衛
青
と
霍
去
病
に

喩
え
て
今
時
そ
の
才
が
必
要
な
こ
と
を
言
う
。
深
夜
、
雨
風
が
止
ん
で
雲
間

か
ら
月
が
の
ぞ
い
た
。
頭
を
挙
げ
る
と
「
蓬
莱
」
が
見
え
た
。「
蓬
莱
」
は

唐
代
の
蓬
莱
宮
に
借
り
て
明
宮
を
言
う
。
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
「
蓬
莱

宮
中
日
月
長
し
」
と
あ
る
。
都
穆
と
李
夢
陽
が
も
た
ら
し
た
良
い
知
ら
せ
と

は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
徐
禎
卿
が
館
選
を
得
ら
れ
そ
う
だ
と
い
う
知
ら
せ

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
首
聯
の
畳
語
を
連
ね
た
対
句
、
頸
聯
で
の
比
喩
を
見

る
と
、
よ
ほ
ど
良
い
知
ら
せ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

都
穆
は
徐
禎
卿
と
同
じ
く
呉
の
人
で
、
唐
寅
（
一
四
七
〇
〜
一
五
二
三
）

と
莫
逆
の
友
で
あ
っ
た
。
が
、
唐
寅
が
科
挙
試
験
問
題
漏
洩
事
件
に
連
坐
し

た
と
き
、
そ
の
事
実
を
暴
い
た
た
め
唐
寅
に
二
度
と
会
わ
な
い
と
言
わ
れ
、

呉
中
の
人
々
か
ら
も
疎
ん
ぜ
ら
れ
た
と
い
う）
17
（

。

　

徐
禎
卿
は
、
結
局
「
貌
寝
」
の
た
め
館
選
を
得
ら
れ
な
か
っ
た）

18
（

。
の
ち
、
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徐
禎
卿
を
慰
め
る
た
め
に
李
夢
陽
は
蕨
を
贈
っ
た
。そ
れ
に
答
え
た
の
が「
献

吉
の
蕨
を
餽お

く

る
の
作
に
答
う
（
答
献
吉
餽
蕨
之
作
）」
で
あ
る
。

佳
人
把
芳
蕨　
　

佳
人　

芳
蕨
を
把
る

日
暮
思
何
深　
　

日
暮　

思
い
何
ぞ
深
き

遥
憐
持
贈
意　
　

遥
か
に
憐
れ
む　

持
ち
て
贈
る
の
意

知
我
白
雲
心　
　

知
る　

我
が
白
雲
の
心

　

李
夢
陽
が
「
蕨
」
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
は
、
自
分
が
伯
夷
・
叔
齊
の
よ
う

に
隠
棲
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
と
。
互
い
を
思

い
や
る
二
人
の
情
の
こ
ま
や
か
さ
が
窺
え
る
。

　

あ
る
時
、徐
禎
卿
は
李
夢
陽
を
訪
ね
た
。「
晩
に
献
吉
の
斎
所
に
過
ぎ
る（
晩

過
献
吉
斎
所
）」（『
迪
功
集
』巻
二
）は
、王
維
・
孟
浩
然
の
風
韻
が
た
だ
よ
う
。

端
居
聞
子
肅
清
修　
　

端
居　

子
が
粛
ん
で
清
修
す
る
を
聞
く

吏
散
鴉
啼
省
署
幽　
　

吏
散
じ
鴉
啼
い
て
省
署
幽
な
り

芳
草
不
知
人
独
往　
　

芳
草
知
ら
ず
人
独
り
往
く
を

空
山
何
意
鳥
相
求　
　

空
山
何
の
意
か
鳥
相
求
む

開
軒
歴
歴
明
星
夕　
　

軒
を
開
け
ば
歴
歴
た
り　

明
星
の
夕

隱
几
蕭
蕭
古
木
秋　
　

几
に
隠よ

れ
ば
蕭
蕭
た
り　

古
木
の
秋

自
昔
風
塵
堪
吏
隠　
　

昔
自よ

り　

風
塵　

吏
隠
に
堪
う

浮
生
莫
遣
有
離
憂　
　

浮
生　

離
憂
有
ら
遣し

む
る
莫
か
れ

　

弘
治
一
八
年
（
一
五
〇
五
）
五
月
に
孝
宗
が
崩
御
し
た
。
そ
の
年
の
秋
、

李
夢
陽
は
、
官
吏
が
み
な
帰
り
烏
が
啼
く
だ
け
の
ひ
っ
そ
り
静
ま
り
返
っ
た

官
署
に
端
居
し
、
身
を
粛
し
み
瞑
想
し
て
い
た
。
頷
聯
は
、
李
夢
陽
が
知
ら

な
い
う
ち
に
、「
人
」
自
分
が
独
り
香
し
い
草
を
踏
み
、「
空
山
」
ひ
っ
そ
り

し
た
官
署
に
、「
何
の
意
か
」
何
の
つ
も
り
か
「
鳥
」
が
侶
を
求
め
る
よ
う

に
訪
ね
て
行
っ
た
、
と
。
窓
を
開
け
る
と
宵
の
明
星
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
机

に
凭
れ
る
と
古
木
を
渡
っ
て
寂
し
そ
う
に
秋
風
が
吹
い
て
来
る
。
昔
か
ら
役

所
勤
め
を
し
な
が
ら
隠
者
と
な
っ
て
い
た
者
が
い
た
、
ど
う
か
浮
き
世
で
悲

し
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
、徐
禎
卿
は
李
夢
陽
を
慰
め
る
。「
蕭
蕭
古
木
秋
」

は
、
宋
玉
の
「
悲
し
い
か
な
、
秋
の
気
た
る
や
。
蕭し
ょ
う
し
つ瑟と

し
て
草

そ
う
も
く木

揺よ
う
ら
く

落
し

て
変へ

ん
す
い衰

す
。（
悲
哉
、
秋
之
為
気
也
。
蕭
瑟
兮
草
木
搖
落
而
変
衰）

19
（

。）」
を
踏

ま
え
て
い
る
。

　

陳
子
龍
等
の
『
皇
明
詩
選
』
で
、
轅
文
は
「
此
れ
王
孟
五
言
の
佳
境
」、

臥
子
（
陳
子
龍
）
は
「
高
（
適
）
岑
（
参
）
の
七
言
律
詩
此
の
境
有
り
。
廻

風
度
雨
、
高
舘
張
燈
の
如
き
の
類
」、
舒
章
は
「
空
に
駕
し
て
独
り
秀
ず
」

と
評
し
て
い
る）
20
（

。
ま
た
清
の
王
漁
洋
は
「（
七
言
律
）
畳
字
を
以
て
益
ま
す

蕭
散
を
見し

め

す
者
有
り
。
王
摩
吉
が
漠
漠
た
る
水
田
に
白
鷺
飛
び
、
陰
陰
た
る

夏
木
に
黄
鸝
囀
る
、
徐
昌

が
・
・
・
」
と
右
の
詩
の
頸
聯
を
挙
げ
て
い

る）
21
（

。

　

孝
宗
の
跡
を
継
い
だ
の
は
十
五
歳
の
武
宗
で
、
劉
瑾
ら
宦
官
八
人
が
輔
佐

し
、
こ
れ
よ
り
所
謂
「
八
虎
」
の
専
制
時
代
が
始
ま
る
。
李
夢
陽
は
弘
治

一
八
年
の
大
晦
日
の
夜
に
「
俄
に
伝
う
天
柱
折
れ
た
り
と
、
忽
ち
慈
母
を
喪

う
が
若
し
。
帝
本
堯
舜
の
姿
、
未
だ
履
ま
ず
し
て
清
伉
に
転
ず
。（
俄
伝
天
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柱
折
、
忽
若
慈
母
喪
。
帝
本
堯
舜
姿
、
未
履
転
清
伉）

22
（

。）」
と
、
孝
宗
を
「
慈

母
」
に
喩
え
て
悼
ん
で
い
る
。

　
　
　

五
、
江
南
・
瀟
湘
へ
の
旅
立
ち

　

孝
宗
崩
御
の
後
、
李
夢
陽
は
戸
部
貴
州
司
員
外
郎
と
な
り
、
翌
年
武
徳
元

年
（
一
五
〇
六
）
に
は
戸
部
広
東
司
郎
中
に
昇
っ
た
。
徐
禎
卿
は
湖
湘
編
纂

外
史
の
命
を
受
け
、
二
月
四
日
、
江
南
・
瀟
湘
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
前
日
の
こ
と
、李
夢
陽
が
餞
別
の
宴
を
開
い
て
く
れ
た
。
初
唐
風
の
詩「
献

吉
に
答
う
（
答
献
吉
）」（『
迪
功
集
』
巻
二
）。

花
発
平
章
宅　
　

花
は
発
く　

平
章
の
宅

鶯
啼
省
樹
春　
　

鶯
は
啼
く　

省
樹
の
春

殷
勤
花
鳥
意　
　

殷
勤
な
り　

花
鳥
の
意

愁
殺
独
游
人　
　

愁
殺
す　

独
游
の
人

　

徐
禎
卿
に
と
っ
て
瀟
湘
へ
の
任
務
は
気
の
進
ま
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
の

こ
ろ
李
夢
陽
と
関
連
の
あ
る
詩
に
は
「
席
上
献
吉
に
答
う
（
席
上
答
献
吉
）」、

「
署
中
顧
与
成
の
別
れ
に
贈
り
因
り
て
李
子
に
酬
ゆ
（
署
中
贈
顧
与
成
別
因

酬
李
子
）」
が
あ
る
。
別
れ
を
悲
し
み
、「
都
城
諸
同
志
に
留
別
す
（
留
別
都

城
諸
同
志
）
二
首
」（『
迪
功
集
』
巻
三
）
そ
の
一
で
は
「
酒
に
対
し
て
忽

ち
楽
し
ま
ず
、
悵
然
と
し
て
別
離
を
懐
う
（
対
酒
忽
不
楽
、
悵
然
懐
別
離
）」

と
も
言
う
。
何
で
も
言
え
る
間
柄
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

出
発
の
日
は
城
隅
ま
で
人
々
が
見
送
っ
た
。
辺
貢
（
字
は
廷
実）
23
（

）
へ
の
留

別
詩
「
辺
子
に
留
別
す
（
留
別
辺
子
）」（『
迪
功
集
』
巻
三
）
で
は
立
ち
去

り
が
た
い
様
子
を
畳
語
を
連
ね
て
描
写
す
る
。（
全
十
八
句
の
う
ち
十
句
）。

握
手
一
為
嘆　
　

手
を
握
っ
て
一
た
び
嘆
を
為
し

忽
忽
従
此
辞　
　

忽
忽
と
し
て
此こ
こ

従よ

り
辞
す

駆
車
何
迢
迢　
　

車
を
駆
る
こ
と
何
ぞ
迢
迢
た
る

迢
迢
復
遅
遅　
　

迢
迢
復
た
遅
遅

匪
我
車
輪
遲　
　

我
が
車
輪
の
遅
き
に
匪あ
ら

ず

行
子
有
所
思　
　

行
子　

思
う
所
有
り

登
高
望
河
水　
　

高
き
に
登
り
て
河
水
を
望
め
ば

河
水
何
瀰
瀰　
　

河
水
何
ぞ
瀰
瀰
た
る

褰
裳
欲
涉
之　
　

裳
を
褰
げ
て
之
を
涉
ら
ん
と
欲
す
る
も

俛
首
以
踟
蹰　
　

首こ
う
べを

俛た

れ
て
以
て
踟
蹰
す

　

友
と
別
れ
る
悲
し
み
を
、
清
ら
か
に
、
漢
代
古
詩
の
風
を
も
っ
て
詠
う
。

李
夢
陽
は
「
徐
禎
卿
に
贈
る
（
贈
徐
禎
卿
）」（『
空
同
先
生
集
』
巻
九
）
で
、

政
府
の
恩
沢
の
少
な
い
の
は
義
と
し
て
劣
る
、
別
離
は
天
命
、
と
慰
め
る
。

独
処
忽
不
悦　
　

独
処
忽
ち
悦
ば
す

攬
衣
循
東
廂　
　

衣
を
攬か
か
げて

東
廂
に
循
う

樹
木
何
修
修　
　

樹
木
何
ぞ
修
修
た
る

春
風
起
飄
揚　
　

春
風
起
っ
て
飄
揚
た
り

我
友
駕
在
門　
　

我
が
友
駕
し
て
門
に
在
り

告
言
適
江
湘　
　

告
げ
て
言
う
江
湘
に
適
く
と
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倉
皇
挈
玉
壺　
　

倉
皇
と
し
て
玉
壺
を
挈
げ

追
送
臨
河
陽　
　

追
送
し
て
河
陽
に
臨
む

顧
瞻
両
飛
鳧　
　

顧
瞻
す
両
飛
鳧
の

並
戯
水
中
央　
　

並
ん
で
水
の
中
央
に
戯
む
る
る
を

翩
翩
厲
羽
翮　
　

翩
翩
と
し
て
羽
翮
を
厲
ま
し

鳴
声
一
何
長　
　

鳴
声
一
に
何
ぞ
長
き

奈
何
游
客
子　
　

奈
何
ん
ぞ
游
客
子

一
別
永
相
望　
　

一
別
永
く
相
望
む

時
沢
亮
有
周　
　

時
沢
亮
と
し
て
周
る
有
り

天
命
固
其
当　
　

天
命
固
よ
り
其
れ
当
た
れ
り

薄
終
義
所
劣　
　

薄
き
は
終
に
義
の
劣
れ
る
所

別
離
庸
豈
傷　
　

別
離
庸
ぞ
豈
に
傷
ま
ん
や

懿
彼
回
路
贈　
　

懿あ
あ

彼
路
を
回
り
て
贈
る

慷
慨
申
此
章　
　

慷
慨
し
て
此
の
章
を
申
ぶ

　

徐
禎
卿
の
「
重
ね
て
李
子
に
別
る
（
重
別
李
子
）」（『
外
集
』）
に
言
う
。

二
月
離
亭
芳
樹
紅　
　

二
月　

離
亭　

芳
樹
紅
な
り

孤
帆
去
国
逢
春
風　
　

孤
帆
国
を
去
っ
て
春
風
に
逢
う

愁
看
楊
柳
路
無
盡　
　

愁
え
て
看
る　

楊
柳　

路
に
尽
く
る
無
き
を

回
首
長
川
思
不
窮　
　

首
を
回
ら
せ
ば　

長
川　

思
い
窮
ま
ら
ず

沙
燕
何
曽
離
並
語　
　

沙
燕
は
何
ぞ
曽
て
離
れ
て
並
び
語
ら
ん

渚
芽
元
自
綻
新
叢　
　

渚
芽
は
元
よ
り
自
か
ら
綻
び
て
新
た
に
叢む
ら
がる

従
今
且
払
朝
華
去　
　

今
従
り
且
ら
く
朝
華
を
払
い
て
去
る

莫
笑
狂
歌
向
楚
中　
　

笑
う
莫
か
れ　

狂
歌
し
て
楚
中
に
向
う
を

　

李
夢
陽
は
ま
た
餞
別
と
し
て
「
古
鏡
」
を
贈
っ
た
。
こ
の
鏡
は
李
夢
陽
が

か
つ
て
緑
瞳
玄
髪
の
老
人
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
、「
九
鼎
を

湖
の
上
で

観
、
其
の
滲
汁
を
掇ひ

ろ

い
、
之
を
治
め
て
鑑
と
為
し
た
」
も
の
で
「
青
霞
の
鑑
」

と
い
う
。「
明
鏡
は
形
を
照
ら
す
所
以
、
往
事
は
今
を
知
る
所
以
」、
そ
こ
で

徐
禎
卿
に
贈
っ
た
の
だ
っ
た
（「
古
鏡
を
詒お

く
る
の
書
」（
詒
古
鏡
書
）『
空

同
先
生
集
』
巻
六
一
）。
徐
禎
卿
は
「
李
員
外
の
古
鏡
を
贈
る
の
歌
に
酬
ゆ

（
酬
李
員
外
贈
古
鏡
歌
）」
で
「
君
が
意
気
の
特
に
相
許
す
に
感
じ
、
爰
に
肝

胆
を
披
き
清
徹
を
照
さ
ん
（
感
君
意
気
特
相
許
、
爰
披
肝
胆
照
清
徹
）
と
言

い
、
最
後
に

憐
君
至
宝
不
自
惜　
　

君
が
至
宝
を
自
ら
惜
ま
ざ
る
を
憐
れ
み

何
以
報
之
嗟
菲
蔑　
　

何
を
以
て
之
に
報
い
る
に
菲
蔑
を
嗟
か
ん

護
蔵
但
使
鏡
莫
欠　
　

護
り
蔵
し
て
但
だ
鏡
を
し
て
欠
く
る
こ
と
莫
か

ら
し
め

与
君
交
情
世
不
絶　
　

君
と
の
交
情
世
に
絶
た
ず

　

と
結
ん
で
い
る
。
鏡
を
欠
け
さ
せ
、交
情
を
絶
つ
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
、

と
。
二
人
が
心
を
通
わ
せ
支
え
合
う
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
よ

う
。
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六
、
旅
の
途
中
で

江
南
・
瀟
湘
の
旅
中
、
李
夢
陽
を
思
う
詩
は
九
首
作
ら
れ
て
い
る
。
正
徳
元

年
の
中
秋
、昨
年
の
月
下
の
幽
吟
を
思
い
出
し
て
詠
っ
た
詩
。「
往
歳
の
中
秋
、

献
吉
・
子
容
と
月
下
に
幽
吟
す
。
飛
蓬
一
た
び
失
い
、
載す
な
わち

寒
暑
を
離へ

た
り
。

今
夕
の
夕
べ
、
時
異
な
り
事
非
に
し
て
、
月
に
対
し
て
觴
を
挙
げ
、
悵
然
と

し
て
作
有
り
（
往
歳
中
秋
、
与
献
吉
子
容
、
幽
吟
於
月
下
。
飛
蓬
一
失
、
載

離
寒
暑
。
今
夕
之
夕
、時
異
事
非
。
対
月
挙
觴
、悵
然
有
作
）」。「
飛
蓬
一
失
、

載
離
寒
暑
」
は
曹
植
の
「
風
は
飄
ひ
る
が
えり

て
蓬
飛
び
、
載す

な
わち

寒
暑
を
離へ

た
り
（
風

飄
蓬
飛
、
載
離
寒
暑
）」
を
踏
ま
え
る）

24
（

。「
子
容
」
は
徐
縉）

25
（

。
徐
禎
卿
と
同
年

の
進
士
で
あ
る
。

今
夜
中
秋
月　
　

今
夜
中
秋
の
月

清
輝
異
往
時　
　

清
輝
往
時
に
異
な
る

終
知
萬
古
色　
　

終
に
知
る　

万
古
の
色

不
受
片
雲
欺　
　

受
け
ず　

片
雲
の
欺
く
を

走
魅
応
含
涙　
　

走
魅　

応
に
涙
を
含
む
べ
し

潜
蛟
一
奮
　
　

潜
蛟　

一
に
き

を
奮
う

遥
憐
沢
畔
客　
　

遥
か
に
憐
む　

沢
畔
の
客

千
里
正
相
思　
　

千
里
正
に
相
思
う

　

同
じ
中
秋
の
月
で
も
今
夜
の
月
の
清
輝
は
去
年
と
違
う
。
万
古
の
愁
い
を

帯
び
、
片
雲
に
隠
れ
る
こ
と
も
な
く
愁
い
は
募
る
ば
か
り
。
愁
い
の
た
め
に

山
に
棲
む
魅
も
の
の
けも

き
っ
と
目
に
涙
を
た
め
、
濳
蛟
も

ひ
れ

を
振
る
わ
せ
て
い
る
に

違
い
な
い
。
遠
く
沢
畔
を
さ
ま
よ
う
旅
人
（
自
分
）
は
千
里
か
な
た
の
友
人

を
思
っ
て
い
る
、と
。
頸
聯
の「
走
魅
」は
山
に
い
る
一
本
足
の
物
の
怪
。『
抱

朴
子）
26
（

』
に
拠
れ
ば
、
万
物
の
老
い
た
も
の
は
、
そ
の
精
は
よ
く
人
の
形
に
仮

託
し
て
人
を
幻
惑
す
る
、
も
し
老
い
た
魅

も
の
の
けが

来
た
ら
、
後
ず
さ
り
し
て
離
れ
、

そ
の
後
ろ
姿
を
見
て
一
本
足
だ
っ
た
ら
魑
で
、
二
本
あ
っ
た
ら
山
の
神
だ
、

と
い
う
。「
濳
蛟
」
は
深
い
淵
に
潜
む
龍
。

　

同
じ
く
正
徳
元
年
、
九
月
九
日
に
大
慈
恩
寺
で
会
う
約
束
を
し
て
果
た
せ

な
か
っ
た
無
念
を
詠
う
。
十
六
句
の
排
律
で
あ
る
。

悵
憶
青
蓮
宇　
　

悵
と
し
て
憶
う　

青
蓮
の
宇

今
朝
黄
菊
開　
　

今
朝　

黄
菊
開
く

遥
知
遠
公
笑　
　

遥
か
に
知
る　

遠
公
の
笑
う
を

不
見
白
衣
来　
　

見
ず　

白
衣
の
来
た
る
を

窈
窕
人
天
閣　
　

窈
窕
た
り
人
天
の
閣

崢
嶸
日
月
迴　
　

崢
嶸
と
し
て
日
月
迴
か
な
り

山
川
紛
楚
望　
　

山
川　

紛
と
し
て
楚
を
望
み

城
闕
動
秋
哀　
　

城
闕　

動や
や

も
す
れ
ば
秋
に
哀
し
む

峴
首
羊
公
石　
　

峴
首
羊
公
の
石

淮
陰
戯
馬
台　
　

淮
陰
戯
馬
の
台

風
烟
那
可
即　
　

風
烟
那
ん
ぞ
即つ

く
可
け
ん

逸
興
杳
難
裁　
　

逸
興
杳
と
し
て
裁
し
難
し
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強
負
登
楼
作　
　

強
い
て
登
楼
の
作
を
負
い

虚
伝
落
帽
才　
　

虚
し
く
落
帽
の
才
を
伝
う

此
時
遥
独
酌　
　

此
の
時
遥
か
に
独
り
酌
み

念
爾
重
悠
哉　
　

爾な
ん
じを

念
い
て
重
ね
て
悠
な
る
哉

　

菊
の
花
の
開
く
今
日
、
悲
し
く
大
慈
恩
寺
を
思
う
。「
遠
公
」
慧
遠
と
も

言
う
べ
き
あ
な
た
は
笑
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
し
、「
白
衣
」
在
家
の
私
の

行
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て
残
念
に
思
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。「
人
天
」
衆
生

に
あ
る
閣
は
美
し
く
、
そ
の
高
い
閣
に
は
日
や
月
が
懸
か
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
前
四
句
は
「
青
蓮
宇
」「
遠
公
」「
白
衣
」
と
仏
教
用
語
を
用
い
、
大

慈
恩
寺
で
李
夢
陽
と
会
え
な
い
こ
と
を
詠
う
。「
青
蓮
宇
」
は
大
慈
恩
寺
を

指
す
。
以
下
は
自
分
の
い
る
瀟
湘
を
詠
う
。

　

山
川
の
多
い
楚
を
望
み
、
城
闕
を
見
て
秋
を
哀
し
む
。
襄
陽
の
峴
首
山
に

は
羊
祜
の
堕
涙
碑
が
あ
り
、淮
陰
に
は
項
羽
の
築
い
た
戯
馬
の
台
が
あ
る
が
、

美
し
い
景
色
を
愛
で
る
こ
と
も
な
く
、逸
興
を
詩
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

自
分
は
「
登
楼
の
賦
」
を
作
っ
た
王
粲
の
よ
う
な
才
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
、

落
帽
の
故
事
の
孟
嘉
の
よ
う
な
才
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は

枉
げ
ら
れ
て
言
わ
れ
、
空
し
く
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
遥
か
瀟
湘

の
地
で
独
り
酒
を
酌
み
、
あ
な
た
を
思
っ
て
悲
し
み
を
重
ね
て
い
る
、
と
。

徐
禎
卿
は
、
王
粲
や
孟
嘉
に
喩
え
ら
れ
て
詩
文
の
才
を
称
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
詩
は
、『
皇
明
詩
選
』
の
轅
文
の
評
に
「
太
白
・
摩
詰
の
境
を
合
す
る

に
似
た
り
。
排
律
に
は
罕ま
れ

な
る
体）

27
（

」
と
あ
る
。

　
「
秋
日
、
李
郎
中
及
び
辺
・
熊
の
二
君
子
を
懐
う
五
首
（
秋
日
懐
李
郎
中

及
辺
熊
二
君
子
五
首
）」は
、秋
日
に
李
夢
陽
と
辺
貢
、熊
卓）

28
（

を
懐
か
し
く
想
っ

た
詩
で
あ
る
。
其
の
一
。

秋
興
因
高
賦　
　

秋
興
は
高
き
に
因
り
て
賦
す

雄
才
億
省
郎　
　

雄
才　

省
郎
を
億
う

山
川
思
不
極　
　

山
川　

思
い
極
ま
ら
ず

雲
樹
莾
蒼
蒼　
　

雲
樹　

莾
蒼
蒼
た
り

対
酒
知
時
變　
　

酒
に
対
し
て
時
の
変
わ
る
を
知
り

看
花
感
別
長　
　

花
を
看
て
別
れ
の
長
き
に
感
ず

如
何
霜
後
雁　
　

如
何
ぞ　

霜
後
の
雁
の

猶
未
達
瀟
湘　
　

猶
お
未
だ
瀟
湘
に
達
せ
ず

　

高
い
所
に
登
っ
た
ら
必
ず
秋
の
興
趣
を
賦
し
、才
能
あ
る
人
は
都
を
思
う
。

私
も
そ
う
だ
。
山
川
を
見
る
に
つ
け
思
い
は
極
ま
ら
ず
、
雲
を
衝
い
て
青
々

と
茂
る
木
々
を
み
て
は
友
人
を
懐
か
し
く
想
う
。
酒
を
飲
め
ば
時
勢
の
変
化

を
嘆
き
、
花
を
看
て
は
別
離
の
長
さ
に
悲
し
く
な
る
。
雁
は
こ
の
瀟
湘
に
手

紙
を
持
っ
て
き
て
は
く
れ
な
い
、と
。
尾
聯
は
友
と
長
く
別
れ
た
た
ま
ま
で
、

便
り
の
な
い
こ
と
を
言
う
。

　

首
聯
の「
雄
才
」は
杜
甫
を
、「
秋
興
」は
杜
甫
の「
秋
興
」を
指
し
て
い
る
。

ま
た
各
聯
が
み
な
杜
甫
の
詩
句
を
踏
ま
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
首
聯
は
「
秋

興
」
の
頷
聯
・
頸
聯

江
間
の
波
浪
は
天
を
兼
ね
て
湧
き
、
塞
上
の
風
雲
は
地
に
接
し
て
陰
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る
。
叢
菊
両
た
び
開
く
他
日
の
涙
、
孤
舟
一
え
に
繋
ぐ
故
園
の
涙
。

（
江
間
波
浪
兼
天
湧
、
塞
上
風
雲
接
地
陰
。
叢
菊
両
開
他
日
涙
、
孤
舟

一
繋
故
園
涙
）

　

頷
聯
は
「
春
日
李
白
を
憶
う
（
春
日
憶
李
白
）」
の
頸
聯
。「
雲
樹
」
は
友

人
を
想
う
こ
と
を
言
う
。

渭
北
春
天
の
樹
、
江
東
日
暮
の
雲
。（
渭
北
春
天
樹
、
江
東
日
暮
雲
。）

　

頸
聯
は
「
春
望
」
の
頷
聯
。

時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を

驚
か
す
。（
感
時
花
濺
涙
、
恨
別
鳥
驚
心
。）

　

尾
聯
は
「
月
夜
舎
弟
を
憶
う
（
月
夜
憶
舎
弟
）」。

戍
鼓
人
行
断
ゆ
、
辺
秋
一
雁
の
声
。
露
は
今
夜
よ
り
白
く
、
月
は
是

れ
故
郷
の
ご
と
く
明
ら
か
な
り
。
弟
有
れ
ど
も
皆
分
散
し
、
家
の
死

生
を
問
う
べ
き
無
し
。
寄
書
長
く
達
せ
ず
、
況
ん
や
乃
ち
未
だ
兵
を

休
め
ざ
る
を
や
。（
戍
鼓
断
人
行
、
辺
秋
一
雁
声
。
露
従
今
夜
白
、
月

是
故
郷
明
。
有
弟
皆
分
散
、
無
家
問
死
生
。
寄
書
長
不
達
、
況
乃
未

休
兵
。）

　

明
代
の
詩
は
先
人
の
詩
句
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
名
句
を
踏
ま
え
な

が
ら
更
に
新
た
な
味
を
加
え
る
な
ら
問
題
は
な
い
。
が
、
古
文
辞
派
の
亜
流

に
は
摸
擬
剽
窃
で
終
わ
る
詩
人
も
出
た
。
古
典
を
深
く
読
み
解
き
、
味
わ
う

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
良
い
詩
は
で
き
な
い
。
徐
禎
卿
は
古
典
に
も
通
じ
、

名
句
を
自
家
薬
籠
の
う
ち
に
精
錬
し
た
感
が
あ
る
。

「
秋
日
、
李
郎
中
及
び
辺
・
熊
の
二
君
子
を
懐
う
」
の
其
の
二
で
は

借
問
関
中
友　
　

借し
ゃ
も
ん問

す　

関
中
の
友

新
詩
近
転
多　
　

新
詩　

近
ご
ろ
転う

た

た
多
か
ら
ん

風
煙
興
難
尽　
　

風
煙　

興
尽
く
し
難
く

揺
落
意
如
何　
　

揺
落　

意
如
何
ん
（
首
聯
・
頷
聯
）

　

と
近
況
を
問
い
、
其
の
三
で
は

未
妨
文
字
癖　
　

未
だ
妨
げ
ず　

文
字
の
癖

益
簿
書
忙　
　

た

だ
益
ま
す
簿
書
忙
し
か
ら
ん
（
頷
聯
）

　

と
李
夢
陽
の
繁
忙
ぶ
り
を
気
づ
か
っ
て
い
る
。其
の
四
は
辺
貢
を
思
っ
て
、

と
も
に
詩
を
作
り
合
い
た
い
と
言
い
、
其
の
五
で
は
熊
卓
は
ど
う
し
て
い
る

か
と
心
配
す
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

徐
禎
卿
と
李
夢
陽
の
交
遊
は
、「
歌
吟
」
を
好
む
こ
と
が
縁
で
始
ま
っ
た
。

弘
治
一
七
年
、
徐
禎
卿
が
科
挙
に
合
格
し
た
二
七
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
（
第

一
節
）。
二
人
は
と
も
に
古
を
信
じ
て
好
み
、
古
代
で
は
詩
と
音
楽
が
一
体

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
（
第
二
節
・
第
三
節
）。
詩

の
認
識
で
は
、
李
夢
陽
は
、「
詩
は
志
を
宣
べ
て
道
和
す
る
者
」
と
し
、
詩

の
「
宛
・
質
・
情
・
融
洽
」
を
貴
ん
で
い
た
（
第
二
節
）。
一
方
、
徐
禎
卿
は
、

「
詩
と
は
、
玄げ
ん

鬱う
つ

の
思
を
宣の

べ
、
神
妙
の
化
を
光

あ
き
ら
かに

す
る
所
以
の
者
」
で
あ

り
、
詩
を
成
立
さ
せ
る
の
は
「
情
・
気
・
詞
・
才
」
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
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に
、「
情
」
は
「
思
」
に
よ
っ
て
そ
の
奥
を
窮
め
、「
気
」
は
「
力
」
に
よ
っ

て
「
偏
」
を
奪
い
、「
詞
」
は
「
才
」
に
よ
っ
て
そ
の
極
を
致
し
、「
才
」
は

「
質
」
に
よ
っ
て
そ
の
侈
を
禦
ぐ
と
言
う
（
第
三
節
）。
二
人
は
共
に
古
を
好

ん
だ
が
、
李
夢
陽
は
詩
の
社
会
性
・
道
徳
性
を
重
ん
じ
る
の
に
対
し
て
、
徐

禎
卿
は
詩
の
芸
術
性
を
重
ん
じ
る
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。

　

李
夢
陽
は
官
界
に
あ
っ
て
不
正
を
正
そ
う
と
豪
胆
ぶ
り
を
発
揮
し
て
錦
衣

衛
の
獄
に
下
さ
れ
る
ほ
ど
の
行
動
派
で
あ
っ
た
。
徐
禎
卿
は
科
挙
に
及
第
す

る
と
、
そ
れ
ま
で
の
生
ま
れ
育
っ
た
温
和
な
蘇
州
と
は
全
く
異
な
る
荒
涼
と

し
た
官
場
に
新
た
に
身
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
李
夢
陽
と
の
交
遊
で
古
代
・

漢
の
詩
風
や
、
初
唐
風
の
詩
を
詠
っ
た
り
、
王
維
・
孟
浩
然
・
李
白
・
杜
甫

な
ど
の
佳
境
を
詠
っ
た
。（
第
四
節
〜
第
六
節
）。

　

徐
禎
卿
は
江
南
や
瀟
湘
の
旅
で
、
李
夢
陽
や
友
人
を
い
つ
も
気
に
か
け
て

い
た
。
例
え
ば
「
献
吉
に
寄
す
（
寄
献
吉
）」
に
、

豈
是
乗
桴
客　
　

豈
に
是
れ
桴
に
乗
る
客

棲
棲
楚
水
陽　
　

棲
棲
た
り　

楚
水
の
陽き
た

故
人
多
放
斥　
　

故
人
多
く
放
斥
せ
ら
れ

吾
道
転
凄
涼　
　

吾
が
道
転う

た

た
凄
涼

寵
辱
今
如
此　
　

寵
辱　

今
此
く
の
如
し

沈
憂
不
可
忘　
　

沈
憂　

忘
る
可
か
ら
ず

と
、
自
分
は
小
さ
な
筏
に
乗
っ
て
楚
の
地
方
を
旅
し
て
い
る
が
、
京
師
に
い

る
多
く
の
友
人
が
放
斥
さ
れ
た
と
聞
い
て
ま
す
ま
す
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

る
、
と
言
う
。
そ
う
し
た
中
、
李
夢
陽
が
草
堂
を
築
い
た
こ
と
を
聞
き

荒
村
豺
虎
眠
難
穏　
　

荒
村　

豺
虎　

眠
り
穏
や
か
な
り
難
し

好
共
滄
江
学
釣
魚　
　

好
し
共
に
滄
江
に
釣
魚
を
学
ば
ん

と
、
狼
が
跋
扈
す
る
荒
村
で
過
ご
す
よ
り
、
滄
浪
の
ほ
と
り
で
共
に
隠
棲
し

よ
う
、
と
言
う
。
徐
禎
卿
は
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
政
治
的
な
行
動
を
起

こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
旅
を
し
て
史
跡
を
見
、
京
師
の
政
情
を
聞
く
に

つ
け
、
い
っ
そ
う
言
志
の
詩
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

武
昌
で
は
、
李
夢
陽
を
懐
か
し
む
五
十
韻
の
詩
を
書
い
て
送
っ
て
い
る
。

こ
の
詩
は
、
正
徳
帝
武
宗
の
即
位
や
八
虎
の
専
横
、
怪
異
な
な
自
然
災
害
を

事
細
か
に
詠
っ
た
も
の
で
、
弘
治
・
正
徳
の
間
の
歴
史
を
垣
間
見
る
よ
う
で

あ
る
。
徐
禎
卿
の
政
治
へ
の
批
判
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ま
さ

に
経
世
の
詩
と
な
っ
て
い
る）
29
（

。
こ
れ
は
李
夢
陽
と
の
交
流
を
通
し
て
得
た
新

た
な
詩
境
で
あ
る
。

　

呉
の
人
々
は
徐
禎
卿
が
若
い
こ
ろ
の
作
を
悔
い
改
め
て
漢
魏
に
趨
っ
た
た

め
「
邯
鄲
学
歩
」
と
誚
っ
た
と
い
う
が）
30
（

、
も
と
も
と
徐
禎
卿
は
古
代
の
詩
を

重
ん
じ
、
魏
詩
は
門
戸
、
漢
詩
は
奥
堂
と
言
っ
て
お
り
、
若
い
こ
ろ
の
詩
風

を
意
識
的
に
変
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
生
ま
れ
育
っ
た
呉
か
ら
、
科
挙
に
及

第
し
て
京
師
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
環
境
が
変
わ
り
、
官
場
を
目
の
当
た

り
に
す
る
な
か
、
李
夢
陽
と
の
交
遊
を
通
し
て
新
た
な
詩
境
が
加
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
環
境
が
変
れ
ば
詩
風
が
変
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
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そ
う
し
た
変
化
の
な
か
で
も
、
徐
禎
卿
の
詩
は
「
標
格
淸

、
摛
詞
婉
約
」

で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
た
銭
謙
益
が
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る）

31
（

。
本
稿
で
引
用
し
た

詩
で
も
、
徐
禎
卿
の
詩
は
、
端
正
で
清
ら
か
で
、
柔
ら
か
で
や
さ
し
い
。
徐

禎
卿
は
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
若
い
こ
ろ
か
ら
「
永
遠
の
生
命
」

に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
仏
教
や
道
教
を
学
び
、
湖
南
・
瀟
湘
の
旅
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
、
王
陽
明
に
教
え
を
乞
う
ま
で
に
な
る
。
徐
禎
卿
自
身
は
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
詩
は
「
永
遠
の
生
命
」
を
託
す
べ
き

も
の
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
思
い
が
衒
い
な
く
詠
わ
れ
て
い
る
。
呉
に
い
る

と
き
に
は
自
ら
の
不
運
を
厠
に
落
ち
る
花
び
ら
に
託
し
て
詠
い）
32
（

、
京
師
か
ら

江
南
へ
の
旅
で
は
庶
民
の
思
い
を
「
楽
府
」
に
託
し）

33
（

、
江
南
・
瀟
湘
の
旅
で

は
政
局
の
不
条
理
を
詠
っ
た
。

　

徐
禎
卿
の
詩
は
、
過
度
に
自
己
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
情
と
思
い
が
偏

り
な
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
自
然
で
美
し
い
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
秋
の
夜
、

銀
河
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る）
34
（

よ
う
な
詩
で
あ
る
。

注（
１
）『
列
朝
詩
集
』
丙
集
「
徐
博
士
禎
卿
」
に
「
其
持
論
於
唐
名
家
独
喜
劉
賓
客
、

白
太
傅
、
沈
酣
六
朝
散
華
流
艶
、･･･

登
第
之
後
、
与
北
地
李
献
吉
游
、
悔
其

少
作
、改
而
趨
漢
魏
盛
唐
、呉
中
名
士
頗
有
邯
鄲
学
歩
之
誚
。
然
而
標
格
清

、

摛
詞
婉
約
、
絶
不
染
中
原
傖
父
槎
牙
奡
兀
之
習
、
江
左
風
流
、
故
自
在
也
。」

と
あ
る
。

（
２
）
拙
論
「
徐
禎
卿
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
士
舘
大
学
漢
学
紀
要
』
一
三
号

（
二
〇
一
一
年
三
月
）

（
３
）
注
（
１
）

（
４
）
拙
論
「
徐
禎
卿
の
『
文
章
煙
月
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
士
舘
大
学
漢
学
紀
要
』

一
六
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
５
）
拙
論
「
徐
禎
卿
の
『
於
武
昌
懐
献
吉
五
十
韻
』
に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
大
学
漢

学
紀
要
』
一
七
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
６
）
拙
論
「
徐
禎
卿
―
江
南
時
代
の
詩
―
」（『
早
稲
田
大
学
中
国
古
典
研
究
』
第

二
七
号
、一
九
八
二
年
一
二
月
）、「
徐
禎
卿
の『
文
章
煙
月
』を
め
ぐ
っ
て
」（『
国

士
舘
大
学
漢
学
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
７
）
拙
論
「
明
代
徐
禎
卿
の
江
南
時
代
―
文
徴
明
と
の
交
流
と
洞
庭
唱
和
詩
―
」

（『
国
士
舘
人
文
学
』
第
三
号
（
通
巻
四
五
号
）、
二
〇
一
三
年
三
月
）、「
徐
禎

卿
の『
落
花
詩
』―
二
十
代
の
自
己
を
投
影
し
て
―
」（『
中
国
文
化
』第
七
九
号
、

二
〇
二
一
年
六
月
）

（
８
）『
周
易
』
中
孚
。

（
９
）「
卿
雲
」：『
尚
書
大
伝
』
巻
一
「
虞
夏
伝
」。

（
10
）「
巻
阿
」：『
詩
経
』
大
雅
「
生
民
之
什
」。
こ
の
説
は
朱
子
の『
詩
集
伝
』に
拠
る
。

（
11
）『
論
語
』
述
而
。

（
12
）『
礼
記
』「
楽
記
」
楽
本
篇
第
一
に
「
凡
音
者
、
生
人
心
者
也
。
情
動
於
中
、
故

形
於
声
。
声
成
文
、謂
之
音
。
是
故
治
世
之
音
、安
以
楽
。
其
政
和
。
乱
世
之
音
、
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怨
以
怒
。
其
政
乖
。
亡
国
之
音
、哀
以
思
。
其
民
困
。
声
音
之
道
、与
政
通
矣
。」

と
あ
る
。

（
13
）『
滄
浪
詩
話
』
詩
序
に
「
和
韻
最
害
人
詩
。
古
人
酬
唱
不
次
韻
。
此
風
始
盛
於

元
白
皮
陸
。
而
本
朝
諸
賢
乃
以
此
而
闘
工
、遂
至
往
復
有
八
九
和
者
。」と
あ
る
。

（
14
）『
明
詩
』『
明
通
鑑
』
等
参
照
。

（
15
）
拙
論
「『
談
芸
録
』
に
つ
い
て
」（『
大
東
文
化
大
学
論
文
集
』、
一
九
八
一
年

一
二
月
）

（
16
）
拙
論
「
徐
禎
卿
の
生
涯
―
『
明
史
』
よ
り
見
る
―
」（
国
士
舘
大
学
『
漢
学
紀
要
』

一
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
17
）『
列
朝
詩
集
』
丙
集
「
都
少
卿
穆
伝
」。

（
18
）
注
（
16
）

（
19
）
宋
玉
「
九
辦
」。

（
20
）『
皇
明
詩
選
』
巻
一
〇
に
「
轅
文
曰
、
此
王
孟
五
言
佳
境
。
臥
子
曰
、
高
岑
七

言
律
詩
有
此
境
。
如
廻
風
度
雨
、
高
舘
張
燈
之
類
。
舒
章
曰
、
駕
空
独
秀
。」

と
あ
る
。

（
21
）
王
漁
洋
『
古
夫
于
亭
雜
録
』
二
七
四
に
「
七
言
律
有
以
疊
字
益
見
悲
壯
者
、
如

杜
子
美･･･

。
有
以
疊
字
益
見
蕭
散
者
、
如
王
摩
吉
漠
漠
水
田
飛
白
鷺
、
陰
陰

夏
木
囀
黄
、徐
昌

開
軒
歴
歴
明
星
夕
、隱
几
蕭
蕭
古
木
秋
、王
敬
美･･･

是
也
」

と
あ
る
。

（
22
）『
空
同
先
生
集
』
巻
一
五
「
乙
丑
除
夕
追
往
憤
五
百
字
」。

（
23
）
辺
貢
、
字
廷
実
、
歴
城
の
人
。『
明
史
』
巻
二
八
七
。

（
24
）
曹
植
の
「
朔
風
」。
転
蓬
・
乖
別
の
嘆
き
を
詠
う
。「
載
離
寒
暑
」
は
、『
詩
経
』

小
雅
「
小
明
」
の
詩
句
。

（
25
）
徐
縉
、
字
子
容
、
洞
庭
西
山
（
蘇
州
）
の
人
。
徐
禎
卿
と
同
年
の
進
士
。『
蘇

州
府
志
』
巻
八
〇
に
伝
が
あ
る
。

（
26
）『
抱
朴
子
』「
登
渉
」。

（
27
）『
皇
明
詩
選
』
巻
九
に
「
轅
文
曰
、
似
合
太
白
摩
詰
之
境
。
排
律
罕
体
」。

（
28
）
熊
卓
は
、
字
は
士
選
、
豊
城
の
人
。
弘
治
九
年
（
一
四
九
六
）
の
進
士
。『
列

朝
詩
集
』
丙
集
に
「
熊
御
史
卓
伝
」
が
あ
る
。

（
29
）
注
（
５
）

（
30
）
注
（
１
）

（
31
）
注
（
１
）

（
32
）
注
（
７
）の「
徐
禎
卿
の『
落
花
詩
』
―
二
十
代
の
自
己
を
投
影
し
て
―
」（『
中

国
文
化
』
第
七
九
号
、
二
〇
二
一
年
六
月
）

（
33
）「
徐
禎
卿
の
『
楽
府
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
化
』
四
〇
号
、一
九
八
二
年
六
月
）

（
34
）『
皇
明
詩
選
』
巻
一
に
轅
文
が
言
う
「
昌

如
秋
夜
銀
河
、
爛
爛
垂
也
」。




